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趣 旨 説 明 
 






































































































て示されていると指摘できるかと思います。すなわち、平成 10 年に開催された第 155 回ユネスコ執行
委員会で採択され、現在進行形のところだと思いますが、三回目の宣言が行われることになっている
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時代ですと、フィルムのリールの 1 巻、1 時間にするのか 15 分にするのか、いろいろありましたが、これ











大島 ちょっと誤解があるといけないと思いますが、国立歴史民俗博物館の事業については 16 ミリで
30 分程度、フィルムの場合 3 巻物、10 分物が 3 本ですから、フィルム時代の需要の一番平均的という
か、平均値的に 30 分でやっているので、必ずしも補助事業も含めて、映像記録製作の作品が 30 分も
のでないといけないということはまったくございません。製作目的に応じて考えられるべきと思うのです
が、ただし広報・普及用のものを考えたときに、1 時間や 2 時間ものは考えづらい。やはり製作目的に
応じて撮影分数、作品の分数も考えるべきであろうと思う。 
二番目の問題ですが、やはり発注者側の不勉強、受注者側の映像記録作成に関する考え方の違
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DVCAM とか DVCPRO 50 が良いのではないかと、現段階では話し合っています。実際に必要な機材








クを持って撮っています。特に音を重視する場合に、テープですと 1 時間や 30 分しか連続で入らない
という場合に、DAT のレコーダーとか、今はデジタル記録（MD/MP3）の良いものがありますので、それ
をサブ的に回しておくという手もあります。照明機材ですが、釣り天井から吊すような大型照明とか、我










最近はホームユースから 1,000 万円クラスのものが各種出て競い合っている状態です。 
次に制作の流れを私が話した部分を中心に考えてみます。長時間の記録になるのでプレビューと
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台数によりますが、3 時間以上かかる場合もあって、私の場合は 2 時間ぐらい準備の時間としていただ
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報告 4 （中藪） 
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【図版Ａ】 撮影対象を適切な画角で収録する 
16:9 4:3 
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課のホームページを見ますと、ここに平成 17 年度の著作権テキストの PDFファイルがあります。無料で
誰でも著作権の勉強ができるようになっています。あるいは、社団法人著作権情報センターというとこ
ろがありまして、ここは窓口を設けて、さまざまな著作権の問題についての相談を受けてくれるというこ
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すが、昔は文化財管理局と言われておりましたが、そこで 16 ミリの映画を毎年 1 本から 2 本作ってきま
した。それを 1995 年から、うちの部屋で形を変えて他の方法で新しく映画を作り始めました。 
最初始めるときには、こちらの文化財研究所を訪れて色々な勉強をさせていただきました。最初、
1995 年の予算として 4 年で 4,000 万ウォンですから日本円では 400 万円くらいの予算でしたが、今で




















最近では重要無形文化財に対する映画作成と共に、2000 年と 2001 年に一時期、文化財管理局が
文化財庁になりその事業をやっていたのですが、その間に始めたのが芸能や技能以外の祭祀や行
事など他の指定されていない無形文化財に対しての記録作業で、今は平行して行っています。今は











































































































































































デジタルになってからは、100 時間、200 時間の撮影をやっております。カメラも 5 台 6 台、10 台近く入
れたりすることもあって、編集は大変だと思います。それぞれの頭出しで全体の目次があって、一つ一




























があれば非常に便利である。花祭の舞などでも、この舞は合計 45 分だとか 30 分だとか、この舞はちょ
っと早かったからとか、そういったような伝承用の検証などに時間情報も入れると良いのではないかな
と。私どもが、丸撮りしているときにバッテリー交換などで中断された時間が、第三者が見たときに気に
















コーディネーター それに関して、例えば DVD が最終成果物として今後納品されていくケースが多い
と思うのですが、そういった際に、例えば洋画の DVD 等は字幕テロップ版とそうでないのとを選べるよ
うなメニュー構成ができますよね。今のタイムコードなどは、それを出すか出さないかというのを、メニュ

































コーディネーター 私が言いたかったのは、記録の目的と十分関わるわけですから、最終成果物 1 時
間版に全部入れることは、対費用効果から考えて有効かどうかとは全く別の話で、恐らくそこまでやる
























































































































































































































朴 相國 15 本というのは、二つの事業を含めて言いました。1,000 万円のものは 10 本だけです。5 本




朴 相國 韓国では無形文化財で指定されていた人が、10 人くらい毎年亡くなりました。年に 1 本だけ
作っていても足りないので、がんばって予算を作りました。三年間で 4,000 万ウォンから 10 億ウォンに
なりました。25 倍です。韓国では、日本と違うのは、無形文化財に工芸技術と芸能という主に二つ種類
があります。公演のもの、音楽などは、今は舞台になりまして、しかも短くなりました。大体 30 分や 1 時
間以内に終わります。それでは記録性が落ちますから、記録映画の場合、時間に関係ないことにしま






























1 本 1,000 万円というのは、そのような作業をやるのに、制作側に 800 万円ほど使うのですが、その
中には参加保存会に対するギャランティーが 100 万円くらい入っていますし、その 100 万円は保存団
体に対する支援の意味もあります。貧しい保持者も多いので、支援の意味もあるのです。最初は安か
ったのですが、工芸の場合は 400 万ウォンだから 40 万円くらい、団体種目の芸能の場合は 90 万円く
らい出しています。その中では記録本を作ることもあるし、短い広報用のものを作る。また 1,000 枚くら
いの DVD も作っています。東京文化財研究所にも送っていますが、普及用の DVD を作る費用があ
ります。さらに記録映画と一緒に写真入りの本も作っているのです。その二つのことが並行して進んで
います。スチル写真の値段と本を作る費用とで 1 本 100 万円くらいかかります。映像と写真と記録本を



















































































































































参 考 資 料 
 
















 3) 無形の民俗文化財における映像記録の重要性の認識は世界的潮流 
無形の文化遺産 ＝ 地域共同体・民族のアイディンティティの証明 
  同  記録化 ＝ 文化の多様性の確保、個別文化の保存と継承に不可欠 
 4) ユネスコの動き 
ア)「人類の口承及び無形遺産の傑作宣言」（H10､第155回ユネスコ執行委員会採択） 
イ)「無形文化遺産の保護に関する条約」（H15、第32回ユネスコ総会採択） 
 5) 映像制作をめぐる現実的課題 ＝ 周辺環境の未整備 
ア) 映像制作手順の理解度の低さ ＝ 業者に任せきりの体質（発注者側の不勉強） 
イ) 映像制作業界の経営体意識の未成熟 ＝ 経費のﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ（受注、発注双方の責任） 
ウ) 映像資料への過度な期待と認識の低さ ＝ 撮ればいい（作品評価ｼｽﾃﾑの未成立） 
良い記録を作るために解決しなければならないこと ＝ 今回の研究会の趣旨 
 
1. 文化庁の無形の民俗文化財記録作成事業 
 1) 国自らが記録を作成（「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」を対象） 
昭和30年度から ＝ 文献記録 ＝ 各地の民俗研究団体に委託し調査を実施 
『無形の民俗文化財の記録』として刊行中（平成16年度で第48集） 
 2) 国庫補助事業（指定・未指定を問わず） 






 1) 民俗文化財映像記録作成事業について 
- 75 - 
資料 1 （大島） 
 
昭和59年度より国立歴史民俗博物館の企画事業に文化庁が協力し作成している。 
仕様）16ミリカラーフィルム  30分程度 
目的）国立歴史民俗博物館の展示資料＋文化庁の民俗文化財記録保存 
対象）「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」選択物件から選定 
活用）国立歴史民俗博物館の映像展示ブースで公開、別に制作会社から一般販売   
 2) 制作方法 
体制）国立歴史民俗博物館が「民俗文化財映像資料制作委員会」を組織 
歴 博）民俗研究部教官、管理部職員 
文 化 庁）伝統文化課民俗文化財担当調査官 
学識経験者）民俗研究者、映像評論家、地元行政関係者 
手法）委員会で「制作要項」作成 → 映像制作者からシノップシス応募（指名競争        










＊「記録・学術用」      ＝ 周辺事象を含めた広角的記録重視、現場記録中心 
＊「伝承・後継者育成用」＝ 細部のディテールを重視、個別記録の集積中心 
＊「広報・普及用」      ＝ わかりやすさ重視、物語性・作品性が必要か 
【制作目的別手順模式図】（一般的な流れ） 
学 術 調 査 
 制作委員会 － 現場確認調査 － 構成案作成 － 映像記録作成  
記録用 【 研究者の参加・主導 】 
伝承用          【 伝承者の参加・主導 】 
広報用                   【 映像作家の参加・主導 】 
※関係者とその参加の時点、関わり方が相違してくる 







④ 音声の存在は映像の現実感を強め、見るものに登場人物などへの同一化作用     
を起こさせる（説得性に優れる） 
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右される ＝ 気が付かないものは記録できない」 
② 説得性の利点は、逆に誤ったイメージを与えることが容易であるということ 
映像は簡単に嘘をつく ＝ 撮影者等の見方によって反対の意味にも」  
③ 映像制作者と研究者・伝承者が同一人物であることが望ましいが現実は困難 
「餅屋は餅屋」にならざるを得ない ＝ 制作意図をどれだけ伝えられるか 
④ 映像記録は精神文化など内面の記録や無形の伝承の記録は不得手である 
「映像は感覚的伝達に優れるが、理論的・解析的な記録は不得手」 











 4) 記録完成後の保存・活用体制の整備を図ること 
① 関係者への周知と活用体制の整備 ＝ 広範な利用を実現するために 
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（1） 
2005年 11月 24日 































































   撮影計画・構成案作成                調査結果を 
         映像的手法に翻訳 
７、 検討委員会打ち合わせ②  ロケハン 
８、 スタッフミーティング   
９、 ロケハン 
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○ フィルムには１６ミリと３５ミリがあり、ビデオには、SD と HD がある。 
○ 被写体の質感を重視するなどの場合、３５ミリのフィルムを用いる場合が多い。 





① 記録フォーマットの選択に関する注意点（参考資料参照）  








• HD 環境が整うとビデオ映像は、すべてこの方式に変わる可能性が高い。 
• SD で収録する場合も、１６：９画面サイズで収録しておけば、アップコンバート
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    やり直しはできない。 
    カメラ位置が変わると、照明も音声も再設定が必要。 


















設  営 
直  会 
撤  収 
（ 試  写 ） 
 
収  録 
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        ☆使用画像の確認 
       ☆ナレーション原稿の確認 















    ☆読み方、発音の確認 
































編  集 ① 
オフライン試写 
























































































【 工  場 】 【 制作会社 】 【 制作会社／工場 】 
スタンパー 
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資料 5 （俵木） 
 
2005/11/24 第 8 回民俗芸能研究協議会 
映像記録のこれからの課題―有効な保存と活用に向けて― 





































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             
1 日本民俗学会の学会・研究会、博物館、研究機関等のリンク集 http://wwwsoc.nii.ac.jp/fsj/ 等を参考
に。とくに民俗学関係では地方民俗学会（○○県民俗学会等）の活動が盛んなのでぜひ周知を。 
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2 国立国会図書館への寄贈は国立国会図書館国内資料課（100-8924 東京都千代田区永田町 1-10-1）へ。
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 【注】 本発表の内容は、発表時点では小協議会での検討を経ておらず、今後協議を進める予定である。 




















































































































































































































































• 1. 常に検証、実務からの話は実質的。2. 建前＋裏事情があれば better。 
• 大日野さんの発表が面白かった。 
• テーマが現代に結びついていた。 
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 第８回民俗芸能研究協議会 参加者 
青木 範夫 栃木県教育委員会事務局文化財課 
阿部 武司 東北文化財映像研究所 
蟻坂 那 万作踊り松戸保存会 
飯島 満 東京文化財研究所芸能部 
石井 聖子 常陸大宮市歴史民俗資料館 
石井 ナミ 万作踊り松戸保存会 
石垣 悟 文化庁文化財部伝統文化課 
入江 宣子  
岩城 晴貞 文化総合研究所 
岩崎 真也 茨城ビデオパック 
岩楯 麿州 東京大学 
埋忠 美沙 早稲田大学 
榎 美香 千葉県教育庁教育振興部文化財課文
化財保護室 





奥原 徳浩 高山市教育委員会文化財課 
小田 幸子 東京文化財研究所芸能部 
折田 美木 東京文化財研究所情報調整室 
香川 義美 神奈川ニュース映画協会 
鎌倉 惠子 東京文化財研究所芸能部 
川上 恭平 民俗芸能研究会 
城所 恵子 神奈川県民俗芸能保存協会 
北原 克彦 （有）ヒップス 




熊田 賢一 郡山市教育委員会文化課 
栗田 香穂 （財）ポーラ伝統文化振興財団 
小向 裕明 岩手県遠野市立博物館 
斉藤 利彦 佛教大学アジア宗教文化情報研究所 
齋藤 正純  
酒井 清崇 和歌山県教育庁文化遺産課保存班 
佐竹 悦子 東京文化財研究所芸能部 
佐藤 明生 横須賀市教育委員会生涯学習課 
澤幡 正範 民族文化映像研究所技術部 
志村 有司 世田谷区教育委員会生涯学習スポーツ
課・世田谷区郷土芸能保存事務局 
鈴木 一郎 茨城ビデオパック 






武田 恵美 亘理町立郷土資料館 
田中 英機 実践女子大学 
田辺 義和 東京シネ・ビデオ株式会社 
當眞 紀子 君津市教育委員会生涯学習課 
戸田 剛 浜松市教育委員会引佐教育事務所 
中司由起子 東京文化財研究所芸能部 
長峰 透 甲賀市教育委員会文化財保護課 
中村 茂子 実践女子大学 
中村 宜弘 船橋市教育委員会文化課 
中村 理行 民俗芸能学会・民俗芸能 in としま 
中藪 規正 （株）ポルケ 
仁尾 洋子 東京文化財研究所芸能部 
西 昭信 福岡市教育委員会文化財部文化財整
備課 




朴 原模 韓国 国立文化財研究所 
朴 相國 韓国 国立文化財研究所 
長谷川嘉和 滋賀県教育委員会文化財保護課 
畠山 奏三 （株）DNP デジタルコム 
浜島 司  
早川 映子 山梨県教育庁学術文化財課 
林 美禰子 相模人形芝居下中座 
樋口 昭 創造学園大学 
俵木 悟 東京文化財研究所芸能部 





細見 吉夫  
星野 絋 東京文化財研究所名誉研究員 




松崎 睦彦 東村山ふるさと歴史館 
真部 正明 （財）ポーラ伝統文化振興財団 
丸尾 依子 山梨県立博物館学芸課 
三上 芳範 相模人形芝居下中座 
三井 修 （株）エヌ・エス・ティー 
宮田 繁幸 東京文化財研究所芸能部 
宮本 臣久 結城市教育委員会生涯学習課文化係 
村上 司 八戸市教育委員会文化課 
茂木 仁史 国立能楽堂企画制作課 
森 容子 東近江市教育委員会文化財課 
森田 都紀 東京芸術大学 




山本 宏子 岡山大学教育学部 
吉田 政博 板橋区教育委員会生涯学習課文化財
係 
鷲野 正昭 まつり同好会 







































- 110 - 
  
 
独立行政法人文化財研究所 
東京文化財研究所 
第八回民俗芸能研究協議会報告書 
 
―無形民俗文化財の映像記録作成― 
 
平成18年3月31日 
 
編集・発行 
独立行政法人文化財研究所 
東京文化財研究所芸能部 
〒110-8713 東京都台東区上野公園13-43 
℡ 03-3823-4925 
 
 
